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全日本高等学校書道教育研究会 学習指導案 

「 学習指導案 」 

 

はじめに 

 

１ 単元名 

  「鑑賞②（地域の碑の鑑賞）」 

 

２ 本単元に関連する内容のまとまり 

・「Ｂ鑑賞」(1）鑑賞 及び〔共通事項〕（1） 

 

３ 芸術の目標と評価の観点及びその趣旨 

目

標 

（１） （２） (３) 

芸術に関する各科目の特質

について理解するととも

に，意図に基づいて表現す

るための技能を身に付ける

ようにする。 

創造的な表現を工夫したり，

芸術のよさや美しさを深く味

わったりすることができるよ

うにする。 

生涯にわたり芸術を愛好する

心情を育むとともに，感性を

高め，心豊かな生活や社会を

創造していく態度を養い，豊

かな情操を培う。 

                                                （高等学校学習指導要領P.141） 

 

観

点 
知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

趣 

旨 

・書の表現の方法や形式，

書表現の多様性につい

て，書の創造的活動を通

して理解を深めている。 

・書の伝統に基づき，作品

を効果的・創造的に表現

書のよさや美しさを感受し，

意図に基づいて創造的に構想

し個性豊かに表現を工夫した

り，作品や書の伝統と文化の

意味や価値を考え，書の美を

味わい深く捉えたりしてい

る。 

書の伝統と文化と豊かに関わ

り主体的に表現及び鑑賞の創

造的活動に取り組もうとして

いる。 

授業者所属・職・名前  ○○立○○高等学校・教諭・○○ ○○ 

（日 時  令和○年○月○日（○） ○．○時限） 

（対 象  第○学年○組 書道○選択者 ○○名） 

（科 目  書道Ⅰ） 

単元設定の理由 

○○○（今回の授業を設定した理由等を記述）○○○○○○○○○○○○○○○○○ 

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○ 

学習指導要領との関連 

○○○（学習指導要領に基づいて記述）○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○ 

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○ 

育てたい資質・能力 

○○○（スクール・ポリシーを起点としたカリキュラム・マネジメントを記述）○○ 

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○ 

※ここに示したのは一例であり，各学校で適切に作成すること。四角囲いは便宜上で付けている

ので，必ずしも四角囲いで示す必要はない。 
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するために必要な技能を

身に付け，表している。 

（改善等通知 別紙５ P.3, 4） 

 

４ 書道Ⅰの目標と評価の観点及びその趣旨 

書道の幅広い活動を通して，書に関する見方・考え方を働かせ，生活の中の文字や書，書の伝

統と文化と幅広く関わる資質・能力を次のように育成することを目指す。 

  （高等学校学習指要領P.157） 

 

「『指導と評価の一体化』のための学習評価に関する参考資料」P.86を参考に作成 

 

５ 単元構成 

「Ｂ鑑賞」(1)鑑賞総時間数 8時間（鑑賞領域のみでの単元の授業時数） 

  単元① 鑑賞① （手書き文字と活字）          全 4時間 

  単元② 鑑賞② （地域の碑の鑑賞）           全 4時間【本単元】 

 

６ 単元の目標 

※ここでは学習指導要領の内容を本単元の学習に即した内容に置き換えたり，２項目を１項目に

まとめたりして作成した単元の目標の例を示した。（「『指導と評価の一体化』のための学習評価

に関する参考資料」高等学校芸術（書道）ｐ53～55参照） 

(1)「知識及び技能」 

・線質，字形，構成等の要素と表現効果や風趣との関わり，日本の文字と書の伝統と文化につい

て理解する。 

(2)「思考力，判断力，表現力等」 

・作品の価値とその根拠について考え，書のよさや美しさを味わって捉える。 

・生活や社会における書の効用について考え，書のよさや美しさを味わって捉える。 

(3)「学びに向かう力，人間性等」 

目 

標 

知識及び技能 思考力，判断力，表現力等 学びに向かう力，人間性等 

書の表現の方法や形式，多

様性などについて幅広く理

解するとともに，書写能力

の向上を図り，書の伝統に

基づき，効果的に表現する

ための基礎的な技能を身に

付けるようにする。 

書のよさや美しさを感受し，

意図に基づいて構想し表現を

工夫したり，作品や書の伝統

と文化の意味や価値を考え，

書の美を味わい捉えたりする

ことができるようにする。 

主体的に書の幅広い活動に取

り組み，生涯にわたり書を愛好

する心情を育むとともに，感性

を高め，書の伝統と文化に親し

み，書を通して心豊かな生活や

社会を創造していく態度を養

う。 

観 

点 
知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

趣

旨 

・書の表現の方法や形式，書

表現の多様性について幅

広く理解している。 

・書写能力を向上させると

ともに，書の伝統に基づ

き，作品を効果的に表現

するための基礎的な技能

を身に付け，表している。 

書のよさや美しさを感受し，

意図に基づいて構想し表現を

工夫したり，作品や書の伝統

と文化の意味や価値を考え，

書の美を味わい捉えたりして

いる。 

主体的に書の表現及び鑑賞の

幅広い活動に取り組もうとし

ている。 
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・地域の碑の鑑賞の学習活動に主体的に取り組み，書に対する感性を豊かにし，書を愛好する心

情を養う。 

 

７ 内容のまとまりごとの評価規準 

 「Ｂ鑑賞」(1)鑑賞 及び 〔共通事項〕(1) 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

 

〔共通事項〕 

・用筆・運筆から生み出される書

の表現性とその表現効果との

関わりについて理解している。 

・書を構成する要素について，そ

れら相互の関連がもたらす働

きと関わらせて理解している。 

 

・線質，字形，構成等の要素と表

現効果や風趣との関わりにつ

いて理解している。 

・日本及び中国等の文字と書の

伝統と文化について理解して

いる。 

・漢字の書体の変遷，仮名の成立

等について理解している。 

・書の伝統的な鑑賞の方法や形

態について理解している。 

・作品の価値とその根拠につ

いて考え，書のよさや美し

さを味わって捉えている。 

・生活や社会における書の効

用について考え，書のよさ

や美しさを味わって捉えて

いる。 

主体的に幅広い鑑賞の学習に

取り組もうとしている。 

「『指導と評価の一体化』のための学習評価に関する参考資料」P.88を参考に作成 

 

８ 単元の評価規準 

※ここでは学習指導要領の内容を本単元の学習に即した内容に置き換えたり，２項目を１項目に

まとめたりして作成した単元の目標に対応して作成した単元の評価規準の例を示した。（「『指

導と評価の一体化』のための学習評価に関する参考資料」高等学校芸術（書道）ｐ53～55参照） 

(1)知識・技能 

・線質，字形，構成等の要素と表現効果や風趣との関わり，日本の文字と書の伝統と文化につい

て理解している。 

(2)思考・判断・表現 

・作品の価値とその根拠について考え，書のよさや美しさを味わって捉えている。 

・生活や社会における書の効用について考え，書のよさや美しさを味わって捉えている。 

(3)主体的に学習に取り組む態度 

・地域の碑の鑑賞の学習活動に主体的に取り組もうとしている。 
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９ 単元の指導と評価の計画 

 ・年間授業時数‥70時間  ・「Ｂ鑑賞」‥8時間（鑑賞領域のみでの単元の授業時数） 

 ・本単元の配当時間‥ 4時間 

（１）単元の指導と評価の計画（概要） 

単

元 

時

間 
学習活動 

知識・技能 
思考・判断 

・表現 

主体的に学習に
取り組む態度 

知鑑 思鑑 態鑑 

!
鑑
賞
②
% 

第
１
次
)
２
時
間
- 

観点の確認①（鑑賞の方法や形

態） 
   

鑑賞①（直感的鑑賞） 
   

観点の確認②（時代や背景，

内容や形式等と筆者との関わ

り） 

   

鑑賞②（碑の鑑賞） 
   

自己評価① 
   

◎指導に生かす評価 

●記録に残す評価 

◎ 

 

◎ 

 

◎ 

 

第
２
次
)
２
時
間
-!
本
時
は
２
時
間
目
( 

観点の確認③（線質，字形，構

成等の要素） 

   

意見交換 
   

鑑賞③（最終発表会） 
   

自己評価②    

単元のまとめ    

◎指導に生かす評価 

●記録に残す評価 

 

● 

◎ 

● 

 

● 

 ※「      」は評価場面の連続性を示す。 

「『指導と評価の一体化』のための学習評価に関する参考資料」P.58を参考に作成 

 

（２）単元における観点別学習状況の評価方法 

※ここでは○「おおむね満足できる」状況(B)，◎「十分満足できる」状況(A)，◆「努力を要す

る」状況(C)と判断される生徒への手立てを示しているが，これはあくまでも例であり，必ずし

もこの評価方法で評価しなくてはならないわけではなく，評価方法については，授業内容や授

業展開，生徒の学習状況等を考慮して各都道府県の様式に従って作成することになる。 

評価の観点と単元の評価規準 

○「おおむね満足できる」状況（Ｂ）の例 

◎「十分満足できる」状況（Ａ）の例 

◆「努力を要する」状況（Ｃ）と判断される生徒への手立て 

知

識

・ 

技

能 

知 

鑑 

・線質，字形，構成等の

要素と表現効果や風

趣との関わり，日本の

文字と書の伝統と文

化について理解して

いる。 

〇線質，字形，構成等の要素と表現効果や風趣との関わり，

日本の文字と書の伝統と文化について，おおむね理解して

いる。 

◎線質，字形，構成等の要素と表現効果や風趣との関わり，

日本の文字と書の伝統と文化について，相互鑑賞・意見交

換したり言語化したりする活動を通して実感的に感受し，

評価 
場⾯ 

評価 
場⾯ 
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 理解している。 

◆線質，字形，構成等の要素と表現効果や風趣との関わり，

日本の文字と書の伝統と文化について，ＩＣＴを活用して

具体例を示すなどして実感的に味わい理解できるよう支援

する。 

思

考

・

判

断

・

表

現 

思 

鑑 

・作品の価値とその根拠

について考え，書のよ

さや美しさを味わっ

て捉えている。 

 

 

 

〇作品の価値とその根拠について考え，書のよさや美しさを

おおむね味わって捉え，自身の考えを言語化している。 

◎作品の価値とその根拠について自らの生活と関わらせて考

え，書のよさや美しさを深く味わって捉え，自らの考えを

適切に言語化している。 

◆意見交換で他者の捉え方や考え方を参考にしたり，これま

での知識や技能と関連させたりするよう促し，書のよさや

美しさを捉える活動に取り組めるよう支援する。 

・生活や社会における書

の効用について考え，

書のよさや美しさを

味わって捉えている。 

 

〇生活や社会における書の効用について考え，書のよさや美

しさをおおむね味わって捉え，自身の考えを言語化してい

る。 

◎生活や社会における書の効用について自らの生活と関わら

せて考え，書のよさや美しさを深く味わって捉え，自らの

考えを適切に言語化している。 

◆生活や社会の中で書がどのように生かされていたかを振り

返らせ，書のよさや美しさを味わい捉える活動に取り組め

るようＩＣＴを活用して具体例を示すなどして支援する。 
主
体
的
に
学
習
に
取
り
組
む
態
度 

態

鑑 

・地域の碑の鑑賞の学習

活動に主体的に取り

組もうとしている。 

〇地域の碑の鑑賞の学習活動に粘り強く取り組もうとしてい

る。 

◎地域の碑の鑑賞の学習活動に主体的に粘り強く取り組むと

ともに，生活や社会との関わりや自身の人生とも関わらせ

て広い視野から書を捉えて深く考えようとしている。 

◆自身の取組の経緯，相互鑑賞・意見交換での他者との感じ

方や捉え方，考え方の交流を振り返らせ，主体的に鑑賞の

学習活動に臨めるよう支援する。 

「『指導と評価の一体化』のための学習評価に関する参考資料」P.61～63を参考に作成 

 
（３）観点ごとの実現状況等を見取る（見取ることができる）方法（評価対象と学習活動） 

※ここでは観点ごとの実現状況等を見取る（見取ることができる）方法を示しているが，これは

あくまでも例であり，必ずしもこの通りの方法で見取らなくてはならないわけではなく，授業

内容や授業展開，生徒の学習状況等を考慮して授業者が決めることになる。 

ア「知識・技能」 

   （ア）知識 

      （評価対象）ワークシート，活動の様子 等 

      （学習活動）「観点の確認」「鑑賞」「自己評価」「単元のまとめ」 

  イ「思考・判断・表現」 

      （評価対象）ワークシート，活動の様子 等 

      （学習活動）「鑑賞」「意見交換」「自己評価」「単元のまとめ）」 

ウ「主体的に学習に取り組む態度」 

      （評価対象）ワークシート，活動の様子 等 

      （学習活動）「観点の確認」「鑑賞」「意見交換」「自己評価」「単元のまとめ」 

「『指導と評価の一体化』のための学習評価に関する参考資

料」P.56、57およびP.59、60を参考に作成 
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（４）本時における学習過程と評価の具体 

※ここでは学習計画（例）の指導上の留意点に生徒への支援例を示しているが，あくまでも例で

あり，必ずしもこの通り記述しなければならないわけではなく，各都道府県等で確認した内容

を記述することになる。また，この事例は，１つの単元全体を示した例である。 

※本事例では評価の方法に「観」や「ワ」のみの記述で●や◎を付さない箇所があるが，これは

その学習活動に関連する評価場面として付したもので，必ずしも評価しなければならないわけ

ではなく，実際に学習計画を作成する場合，「観」や「ワ」の記述や，●や◎の観点や評価につ

いては，授業内容や授業展開，生徒の学習状況等を考慮して授業者が決めることになる。 

 

 単元② 鑑賞②「地域の碑の鑑賞」第１次，第２次（４時間）の学習計画【本時はその４時間目】 

 

活

動

の

流

れ 

時 

 

 

 

間 

ねらい・学習活動 指導上の留意点 

評価の方法 
◎指導に生かす評価 
●記録に残す評価 
「観」活動の様子 
「ワ」ワークシート 
「作」作品 

知識・技能 
思考・判
断・表現 

主体的に学習に

取り組む態度 

知識 思鑑 態鑑 

第

１

次 

導

入 

15 

分 

○観点の確認① 

◎書の鑑賞の方法や形態 

・書の伝統的な鑑賞の方法

や形態について新たに得

た知識や観点をワークシ

ートに記入する。 

 

・生徒の軸作品の他，拓本，複

製本，画像等を効果的に活用

して生活や社会における多

様な文字文化の広がり，その

中の一つとしての地域の碑

について実感的に理解でき

るよう支援する。（ＩＣＴの

活用） 

ワ  観 

 

○鑑賞①（直感的鑑賞） 

・地域の複数の碑を画像等

で鑑賞し，直感的に把握

した作品（碑）のよさや

美しさ，その印象をもた

らす根拠について考えた

ことを意見交換し，ワー

クシートに記入する。 

（ペアまたはグループ） 

 

・画像で作品例を示して既習の

古典や，線質，字形，構成等

が異なる近代の書を比較し

て考えさせるなどして，第一

印象として漠然と捉えた作

品（碑）の印象についてそれ

ぞれに見方・考え方を働かせ

て捉えることができるよう

支援する。（ＩＣＴの活用） 

 ワ 

◎ 

観 

展

開 

75 

分 

○観点の確認② 

◎作品が書かれた（碑が建

立された）時代や背景，

内容や形式等と筆者との

関わり 

・作品が書かれた（碑が建

立された）時代や背景，

内容や形式等と筆者との

関わりについて理解し，

鑑賞対象とする碑を選択

し，新たに得た知識・観

点を踏まえて碑の鑑賞で

 

・各時代の思潮や文化的背景

の相違によって書体が変遷

し，書風もまた変化を遂げ

てきたことを画像等で紹介

し，作品の鑑賞において，

作品が書かれた（碑が建立

された）時代や背景，内容

や形式等と筆者との関わり

等を考えることが必要であ

ることを理解させ，筆者に

関する事項や目的や意図等

ワ 

◎ 

 ワ 
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調査する項目について話

し合い，ワークシートに

記入する。 

を洞察することを通して，

作品（碑）のよさや美しさ

を味わうことが大切である

ことに気付くよう支援す

る。（ＩＣＴの活用） 

○鑑賞②（碑の鑑賞） 

・実際に地域の碑を鑑賞

し，それぞれに考えた調

査項目について画像を記

録（または拓本採取）す

るとともに，碑の裏面や

資料等でわかったこと，

感じたこと等を話し合

い，その結果をワークシ

ートに記入する。 

（ペアまたはグループ） 

 

 

 

・実際に鑑賞して感じた作品

（碑）のよさや美しさと，

鑑賞①での直感的鑑賞とを

比較するなどして作品の価

値を分析的に捉えさせると

ともに，碑の環境，碑の側

面・裏面，地域の資料等を

調査させるなどして，作品

が書かれた（碑が建立され

た）時代や背景，内容や形

式等と筆者との関わりにつ

いて理解が深まるよう支援

する。 

 ワ 

◎ 

観 

ま

と

め 

10 

分 

○自己評価① 

・見方・考え方を働かせて

本時の学習を振り返り，

自身の活動について自己

評価を行い，適切な用語

を用いて言語化し，ワー

クシートに記入する。 

 

・自身の学習活動を振り返り，

次時以降の学習への見通し

に繋げられるよう働きかけ

る。 

・本時で習得した知識・観点

を確認し，自身の学習活動

を振り返り，それに対する

自己評価を適切に行えるよ

う，例を示すなどして適切

に言語化することができる

よう支援する。 

ワ ワ ワ 

◎ 

◎指導に生かす評価 

●記録に残す評価 

◎ ◎ ◎ 

第 

２ 

次 

導

入 

10 

分 

○観点の確認③ 

◎線質，字形，構成等の要

素 

・線質，字形，構成等の要

素と表現効果や風趣との

関わりについて理解し，

新たに得た知識・観点を

ワークシートに記入す

る。 

 

・様々な質感を有する線に関わ

る特性や文字の造形的な美

しさ，作品全体から滲み出る

様々な趣や味わい等につい

て，画像等を活用して理解が

深まるよう支援する。（ＩＣ

Ｔの活用） 

ワ  観 

展

開 

75 

分 

○意見交換 

・鑑賞②の結果をもとに，

習得した知識・観点を踏

まえて話し合い，地域の

碑について分かったこと

や感じたこと等をまと

 

・習得した線質，字形，構成

等の要素と表現効果や風趣

との関わりに関する知識・

観点を踏まえて，実際に鑑

賞して分かったことや感じ

 ワ 

◎ 

観 
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め，ワークシートに記入

する。 

（ペアまたはグループ） 

 

 

たこと，考えたこと等につ

いて話し合い，作品が書か

れた（碑が建立された）時

代や背景，内容や形式等，

地域と筆者との関係性とと

もに発表資料をまとめるよ

う，例を示すなどして支援

する。 

○鑑賞③（最終発表会） 

・意見交換を通して他者の

発表や作品に対する感じ

方や捉え方，考え方に触

れるとともに，各グルー

プの発表を共有して自身

の発表を振り返り，新た

な自身の考えを適切な用

語を用いて言語化し，ワ

ークシートに記入する。 

 

 

・発表に当たり，声量や文章

構成，資料の活用，根拠を

示すなど，分かりやすく伝

える方法などについて，事

例を示すなどして発表方法

を工夫できるよう支援す

る。（ＩＣＴの活用） 

・ここでは発表の様子を評価

の対象とはしないが，他者

の発表の様子や発表内容か

ら自身の発表を振り返り，

意見交換したことをワーク

シートに記入するよう伝

え，他者の発表から，自身

にはなかった感じ方や捉え

方、考え方を認め合うこと

の大切さに気付くことがで

きるよう支援する。 

ワ 

● 

ワ 

● 

観 

ま

と

め 

15 

分 

○自己評価② 

・本時の活動を振り返り，

自身が思考を積み重ねて

きた過程，身に付けた知

識への理解を改めて確認

し，見方・考え方を働か

せて，鑑賞の学習活動に

対する自己評価を目標に

照らして行い，適切な用

語を用いて言語化し，ワ

ークシートに記入する。 

 

 

・最終発表会を通して，自身

とは異なる他者の見方・考

え方を認め合い，自身の見

方・考え方を振り返った

り，修正したりするととも

に，地域の書作品の意味や

価値と，見方・考え方を働

かせ広げていくことの意味

について主体的に考え，今

後の生活の中で生かしてい

くことに主体的に向き合え

るよう働きかける。 

ワ ワ 

● 

観 

○単元のまとめ 

・本単元の学習を振り返

り，鑑賞での学習内容，

その中で併せて学習して

きた〔共通事項〕の学習

内容について改めて確認

して理解を深める。ま

た，地域の書の鑑賞を通

して，書の伝統と文化や

 

・本単元で学習した「書の鑑

賞の方法や形態（観点の確

認①）」，「作品が書かれた時

代や背景，内容や形式等と

筆者との関わり（観点の確

認②）」，「線質，字形，構成

等の要素（観点の確認③）」

の観点を再度示し，鑑賞の

ワ ワ 

● 

ワ 

● 
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書作品の意味や価値につ

いて考え，書のよさや美

しさを味わうとともに，

生活や社会における書の

効用や，今後の生活や表

現活動にどのように生か

すことができるか等につ

いて主体的に考え，適切

な用語を用いて言語化

し，ワークシートに記入

する。 

 

学習活動の中で常に働か

せ，他者との交流を通して

鍛え，広げてきた見方・考

え方について，その働きと

自身の見方・考え方の成長

を実感し，今後の生活の中

でいかに活用するのか考え

られるよう働きかける。（Ｉ

ＣＴの活用） 

・鑑賞の活動に取り組む学習

を通して身に付けてきた資

質・能力を，書の伝統と文

化に親しみ尊重していくこ

とや，心豊かな生活や社会

を創造していくことに生か

していくこと，また，表現

と鑑賞との関わりの重要性

等について主体的に向き合

い考えられるよう働きかけ

る。 

◎指導に生かす評価 

●記録に残す評価 

 

● 

◎ 

● 

 

● 

「『指導と評価の一体化』のための学習評価に関する参考資料」P.64～76を参考に作成 

 

10 年間指導計画 

※ここでは指導事項を「Ａ表現(1)」のように示すなどしているが，必ずしも本事例の通り示さな

ければならないわけではなく，各都道府県等で決めた様式で示すことになる。ここでの事例１・

２では異なる書式で示している。 

 

計70時間（内訳：漢字仮名交じりの書 20時間 漢字の書 32時間 仮名の書12時間 鑑賞 6時間） 

      ※鑑賞の時間数について，「Ａ表現」との複合的な単元の時間数は含まれていない。 

期 
単元 

学習内容 

学習のねらい 

学習活動 等 

時

数 

知識及び技能 

(知識・技能) 

思考力・判断

力・表現力等 

(思考･判断･表現） 

学びに向かう

力・人間性等 

(主体的に学習に取

り組む態度) 

前 

期 

１ オリエンテー

ション 

○中学校国語科書写

から高等学校芸術科

書道への接続につい

て理解する。【Ｂ鑑賞】 

36 

○日本及び中国等の文字

と書の伝統と文化 

○生活や社会にお

ける書の効用 

○主体的に幅広い

鑑賞の学習活動に

取り組もうとする。 

２ 鑑賞① 

（手書き文字 

と活字） 

○手書き文字につい

て学習し，活字と手書

き文字の特徴につい

て理解を深める。  

【Ｂ鑑賞】 

○漢字の書体の変遷，仮

名の成立等 

○生活や社会にお

ける書の効用 

○主体的に幅広い

鑑賞の学習活動に

取り組もうとする。 

３ 漢字の書① 

 （楷書の書風と

結構法） 

○漢字の書について，

楷書の臨書や創作活

動を通して楷書の用

筆・運筆と表現効果に

【知表】○用具・用材か

ら生み出される書の表現

性とその表現効果 ○書

体や書風と用筆・運筆と

【思表】○古典の書

体や書風に即した

用筆・運筆，字形，

全体の構成 ○意

【態表】○主体的に

漢字の書の幅広い

表現の学習活動に

取り組もうとする。 ４ 漢字の書② 
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 （楷書の書風と

線質（筆圧の変

化）） 

ついて理解し書風に

基づく表現の技能を

身に付ける。【Ａ表現】

【Ｂ鑑賞】 

の関わり 

【技】○古典に基づく基

本的な用筆・運筆や古典

の線質，字形 ○構成を

生かした表現の技能 

【知鑑】○線質，字形，構

成等の要素と表現効果や

風趣との関わり ○書の

伝統的な鑑賞の方法や形

態 

図に基づいた表現 

【思鑑】○作品の価

値とその根拠や生

活や社会における

書の効用 

 

【態鑑】○主体的に

幅広い鑑賞の学習

活動に取り組もう

とする。 ５ 漢字の書③ 

 （楷書の書風と

線質（円筆・方

筆）） 

６ 漢字の書④ 

 （楷書の創作） 

７ 仮名の書① 

 （変体仮名） 

○仮名の書の基本に

ついて理解し，仮名の

美の特徴である変体

仮名や連綿について

理解し仮名の表現の

技能を身に付ける。

【Ａ表現】【Ｂ鑑賞】 

【知表】○用具・用材の

特徴と表現効果との関わ

り 

【技】○古典に基づく基

本的な用筆・運筆 

【知鑑】○漢字の書体の

変遷，仮名の成立等 

【思表】○古典の書

風に即した用筆・運

筆，字形，全体の構

成 

【思鑑】○作品の価

値とその根拠 

【態表】○主体的に

仮名の書の幅広い

表現の学習活動に

取り組もうとする。 

【態鑑】○主体的に

幅広い鑑賞の学習

活動に取り組もう

とする。 

８ 仮名の書② 

 （単体と連綿） 

９ 漢字仮名交じ

りの書① 

（楷書の応 

用） 

○漢字仮名交じりの

書による作品制作を

行い，漢字と仮名の調

和等について理解し，

漢字の書及び仮名の

書で身に付けた表現

の技能を深める。 

【Ａ表現】【Ｂ鑑賞】 

【知表】○名筆や現代の

書の表現と用筆・運筆と

の関わり 

【技】○漢字と仮名の調

和した線質による表現 

 

【知鑑】○線質，字形，構

成等の要素と表現効果や

風趣との関わり 

【思表】○漢字と仮

名の調和した字形，

文字の大きさ，全体

の構成 ○名筆を

生かした表現や現

代に生きる表現 

【思鑑】○生活や社

会における書の効

用 

【態表】○主体的に

漢字仮名交じりの

書の幅広い表現の

学習活動に取り組

もうとする。 

【態鑑】○主体的に

幅広い鑑賞の学習

活動に取り組もう

とする。 

10 漢字仮名交じ

りの書② 

 （筆脈と字形） 

○漢字の書の行書の

導入として，漢字仮名

交じりの書を半紙に

速書きすることによ

り行書の特徴を理解

し，行書の基本的な表

現の技能を身に付け

る。【Ａ表現】【Ｂ鑑賞】 

【知表】○用具・用材の

特徴と表現効果との関わ

り 

【技】○目的や用途に即

した効果的な表現 

【知鑑】○線質，字形，構

成等の要素と表現効果や

風趣との関わり 

 

【思表】○目的や用

途に即した表現形

式，意図に基づいた

表現 

【思鑑】○生活や社

会における書の効

用 

【態表】○主体的に

漢字仮名交じりの

書の幅広い表現の

学習活動に取り組

もうとする。 

【態鑑】○主体的に

幅広い鑑賞の学習

活動に取り組もう

とする。 

11 漢字の書⑤ 

（行書の運筆

の 基 本 と 書

風） 

 

○漢字の書について，

行書の臨書や創作活

動を通して行書の特

徴を理解し，行書の表

現の技能を身に付け

る。【Ａ表現】【Ｂ鑑賞】 

【知表】○用具・用材か

ら生み出される書の表現

性とその表現効果 ○書

体や書風と用筆・運筆と

の関わり 

【技】○古典に基づく基

本的な用筆・運筆 ○古

典の線質，字形や構成を

生かした表現 

【知鑑】○線質，字形，構

成等の要素と表現効果や

風趣との関わり ○日本

及び中国等の文字と書の

【思表】○古典の書

体や書風に即した

用筆・運筆，字形，

全体の構成 ○意

図に基づいた表現 

【思鑑】○作品の価

値とその根拠 ○

生活や社会におけ

る書の効用 

【態表】○主体的に

漢字の書の幅広い

表現の学習活動に

取り組もうとする。 

【態鑑】○主体的に

幅広い鑑賞の学習

活動に取り組もう

とする。 

12 漢字の書⑥ 

 （行書の創作） 

前 

期 
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伝統と文化 ○書の伝統

的な鑑賞の方法や形態 

後 

期 

13 漢字仮名交じ

りの書③ 

 （漢字の書の応 

用） 

○漢字の書の楷書と

行書の学習を生かし

て漢字仮名交じりの

書による作品制作を

行い漢字と仮名の調

和等について理解し，

表現の技能を高める。

【Ａ表現】【Ｂ鑑賞】 

34 

【知表】○名筆や現代の

書の表現と用筆・運筆と

の関わり 

【技】○漢字と仮名の調

和した線質による表現 

【知鑑】○線質，字形，構

成等の要素と表現効果や

風趣との関わり 

【思表】○漢字と仮

名の調和した字形，

文字の大きさ，全体

の構成 ○名筆を

生かした表現や現

代に生きる表現 

【思鑑】○作品の価

値とその根拠 

【態表】○主体的に

漢字仮名交じりの

書の幅広い表現の

学習活動に取り組

もうとする。 

【態鑑】○主体的に

幅広い鑑賞の学習

活動に取り組もう

とする。 

14 鑑賞② 

（地域の碑の

鑑賞） 

 

 

○地域の碑を鑑賞し

て漢字と仮名の調和

や日常における書の

効用，日本の文字と書

の伝統と文化などに

ついて理解を深める。

【Ｂ鑑賞】 

○線質，字形，構成等の

要素と表現効果や風趣と

の関わり ○日本の文字

と書の伝統と文化 

 

 

○作品の価値とそ

の根拠 ○生活や

社会における書の

効用 

 

 

○主体的に幅広い

鑑賞の学習活動に

取り組もうとする。 

 

 

15 仮名の書③ 

 （散らし書き） 

○仮名の書の臨書や

創作を通して，仮名の

美の特徴や連綿，散ら

し書きへの理解を深

め，仮名の書の表現の

技能を身に付ける。

【Ａ表現】【Ｂ鑑賞】 

【知表】○線質や書風と

用筆・運筆との関わり 

【技】○連綿と単体，線

質や字形を生かした表現 

【知鑑】○線質，字形，構

成等の要素と表現効果や

風趣との関わり 

【思表】○意図に基

づいた表現 

【思鑑】○作品の価

値とその根拠 

【態表】○主体的に

仮名の書の幅広い

表現の学習活動に

取り組もうとする。 

【態鑑】○主体的に

幅広い鑑賞の学習

活動に取り組もう

とする。 

16 仮名の書④ 

 （仮名の書の創

作） 

17 漢字仮名交じ

りの書④ 

 （仮名の書を応

用した作品制

作） 

 

○仮名の書の学習を

生かして漢字仮名交

じりの書による作品

を制作し，漢字と仮名

の調和等について理

解を深め，仮名の表現

の技能を高める。【Ａ

表現】【Ｂ鑑賞】 

【知表】○名筆や現代の

書の表現と用筆・運筆と

の関わり 

【技】○漢字と仮名の調

和した線質による表現 

【知鑑】○線質，字形，構

成等の要素と表現効果や

風趣との関わり 

【思表】○漢字と仮

名の調和した字形，

文字の大きさ，全体

の構成 ○名筆を

生かした表現や現

代に生きる表現 

【思鑑】○生活や社

会における書の効

用 

【態表】○主体的に

漢字仮名交じりの

書の幅広い表現の

学習活動に取り組

もうとする。 

【態鑑】○主体的に

幅広い鑑賞の学習

活動に取り組もう

とする。 

18 漢字の書⑦ 

（篆書の字

形と筆法） 

○漢字の書について，

篆書の臨書を通して

篆書体の字形や筆法

の特徴等について理

解し，篆書の表現の技

能を身に付ける。 

【Ａ表現】【Ｂ鑑賞】 

【知表】○書体や書風と

用筆・運筆との関わり 

【技】○古典に基づく基

本的な用筆・運筆 

【知鑑】○漢字の書体の

変遷，仮名の成立等 

【思表】○古典の書

体や書風に即した

用筆・運筆，字形，

全体の構成 

【思鑑】○生活や社

会における書の効

用 

【態表】○主体的に

漢字の書の幅広い

表現の学習活動に

取り組もうとする。 

【態鑑】○主体的に

幅広い鑑賞の学習

活動に取り組もう

とする。 

19 漢字の書⑧ 

（篆刻作品

制作） 

 

○漢字の書の篆書の

学習で身に付けた字

形や線質の特徴を生

かして，篆刻作品を制

作し篆刻による書の

表現について理解を

【知表】○用具・用材み

出される書の表現性とそ

の表現効果 

【技】○古典の線質，字

形や構成を生かした表現 

【知鑑】○書の伝統的な

【思表】○意図に基

づいた表現 

【思鑑】○作品の価

値とその根拠 

【態表】○主体的に

漢字の書の幅広い

表現の学習活動に

取り組もうとする。 

【態鑑】○主体的に

幅広い鑑賞の学習
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深め，篆刻の表現の技

能を身に付ける。 

【Ａ表現】【Ｂ鑑賞】 

鑑賞の方法や形態 活動に取り組もう

とする。 

20 漢字仮名交じ

りの書⑤ 

 （作品制作・学

習のまとめ） 

○書道Ⅰのまとめと

して，漢字仮名交じり

の書による作品制作

を行い，用筆・運筆に

よる表現効果や全体

構成，漢字と仮名の調

和等について理解を

深め，漢字仮名交じり

の書の表現の技能を

高める。 

【Ａ表現】【Ｂ鑑賞】 

【知表】○用具・用材の

特徴と表現効果との関わ

り ○名筆や現代の書の

表現と用筆・運筆との関

わり 

【技】○目的や用途に即

した効果的な表現 ○漢

字と仮名の調和した線質

による表現 

【知鑑】○線質，字形，構

成等の要素と表現効果や

風趣との関わり 

【思表】○漢字と仮

名の調和した字形，

文字の大きさ，全体

の構成 ○目的や

用途に即した表現

形式，意図に基づい

た表現 ○名筆を

生かした表現や現

代に生きる表現 

【思鑑】○生活や社

会における書の効

用 

【態表】○主体的に

漢字仮名交じりの

書の幅広い表現の

学習活動に取り組

もうとする。 

【態鑑】○主体的に

幅広い鑑賞の学習

活動に取り組もう

とする。 

 

11 参考資料・参考文献等 

 ・授業で使用する資料、関連データ等 

（ワークシート、ルーブリック、評価セッション・パフォーマンスシート、 

  アンケート等の数的資料や分析データ 等） 

 ・学習指導案を作成するに当たり、引用したり参考にしたりした資料等 

  ・高等学校学習指導要領，高等学校学習指導要領解説芸術編 

・小学校，中学校，高等学校及び特別支援学校等における児童生徒の学習評価及び指導要録の改

善等について（通知） 

・「『指導と評価の一体化』のための学習評価に関する参考資料」高等学校芸術（書道） 他 

後 

期 


